
水稲点播直播とキャベツ栽培新技術を導入した集落営農モデル

［要約］水稲点播直播とキャベツ省力技術を組織的に導入した 規模の集落営農モ35ha
デルでは、 名の基幹労働力によって水稲、麦の作業受託組合と野菜生産組合を組織す8
ることで水稲 、キャベツ 、麦 の作付ができる。 名を 戸の農家とする21ha 24ha 25ha 8 4
と 戸当たり所得は 万円、 人当たり労働時間は 時間になる。1 864 1 1,390
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［背景・ねらい］

「大規模複合経営における水稲点播直播とキャベツ新技術の導入効果 （九州沖縄農業」

研究成果情報第 号）では、水稲点播直播とキャベツ省力技術を導入した大規模複合経17
営モデルを作成し、その効果を明らかにした。

ここでは水稲、麦、大豆の土地利用型農業を主体とした集落を対象に、水稲点播直播と

キャベツ省力技術を組織的に導入した集落営農モデルを策定し、その効果を検証する。集

落営農モデル策定の前提条件は、現地実証試験の集落を素材にした。具体的には水田面積
と、水稲、麦の作業受託組合である。なおシミュレーションは、線形計画法を用い35ha

ＸＬＰを利用した。シミュレーションに当たっての新技術の内容および数値は、上記成果

情報を利用した。

［成果の内容・特徴］

１．集落営農モデルは、野菜生産組合と水稲、麦の作業受託組合を組織し、耕種農家と

両組合の三者間に補合、補完関係を構築した。中でも野菜生産組合の構成員は、作業

、 （ ）。受託組合のオペレータを担当することで 集落の基幹的労働力に位置づけた 図１

２．試算の結果、集落営農モデルのもとで図２に示す作付体系を実施するためには、野
8 8 4菜生産組合の労働力は 名必要であることが明らかになった。次に 名の労働力を

戸の基幹的農家として、野菜生産組合の自作地を （ 戸当たり ）に設定し、集8ha 1 2ha
落営農モデルのシミュレーションを行った。

３．集落営農モデルにおける集落全体の作付は、転作作物の大豆全てと裏作麦の一部が

キャベツに切り替わる。売上高は 万円で、現行の 倍に増加する。転作助成11,767 2.3
金は、 万円から 万円に低下する（表１ 。1,022 182 ）

15 3,269４．耕種農家の売上高は、大豆と麦の作付面積が減少するため現行より ％低い

788 140 560万円になる 転作助成金は 万円から 万円に低下するが 野菜生産組合から。 、
万円の地代収入が得られる。労働時間は、現行より ％少ない 時間になる。43 2,400
５．野菜生産組合の 戸は、水稲 とキャベツ の作付に加え、作業受託組合の4 4.8ha 24ha
オペレータとして水稲 の直播と収穫、麦 の収穫を行う。農業所得に転作16.2ha 25ha
助成金とオペレータ労賃を合わせた所得総額は 万円で、 戸当たり 万円に3,455 1 864
なる。 人当たりの労働時間は 時間である（表２ 。1 1,390 ）

［成果の活用面・留意点］

１．水稲点播直播の組織的導入を図る場合や、土地利用型農業地域に露地野菜を導入す

る場合の参考資料として活用できる。
２．集落営農モデルを策定する際の参考資料として活用できる。



［具体的データ］

［その他］
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)野菜生産組合 1
・水稲、加工用キャベツ転作田、裏作田の貸出

オペレータ出役
オペ レ ー タ は 野 菜 生 産 組 合耕 種 農 家 （

・水稲、麦 の 構 成 農 家 の み ）

)作業委託 作業受託組合 2
： 直 播 作 業 、 収 穫 作 業・水稲

・麦：収穫作業＊集落の水田面積は 3 5 h a

図１ 集落営農モデルの概要

注１）キャベツ省力機械 セ ッ ト 装 備 。 ） 自 脱 型 コ ン バ イ ン 条 台、点播直播機 台の装備。1 2 6 1 2
直 播 作 業 受 託 は 種 子 粉 衣 、 直 播 直 前 の 代 か き 、 直 播 で あ る 。 乾 燥 は カ ン ト リ ー エ レ ベ ー タ へ 委 託 。
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水稲直播 春出キャベツ （転作）* * * *
初夏出キャベツ 初冬出キャベツ* * *
小麦 冬出キャベツ* *

**大麦
転作 初 冬 出 キ ャ ベ ツ 水稲直播（ ） * * *

* * *冬出ャベツ

図２ 集落営農モデルでの作付体系
注） は全農家、 は耕種農家、 は 野 菜 生 産 組 合 の 作 付 で あ る 。* ** * * *

表１ 集落全体及び耕種農家のシミュレーション結果

集落全体(水田面積 ） 耕種農家（水田面積 ）3 5 h a 2 7 h a

現 行 集落営農モデル 現 行 集落営農モデル

作 水稲 (移植) (直播) (移植) (直播)21.0ha 21.0ha 16.2ha 16.2ha
14.0ha 10.8ha付 大豆

24.0ha面 キャベツ
17.0ha 12.0ha 13.0ha 12.0ha積 小麦
18.0ha 13.0ha 14.0ha 13.0ha大麦

売 上 高 万円 万円 万円 万円5,015 11,767 3,868 3,269
転作助成金 万円 万円 万円 万円1,022 182 788 140
受取地代 万円560
労 働 時 間 時間 時間 時間 時間5,470 13,490 4,220 2,400

表２ 野菜生産組合のシミュレーション結果

野菜生産組合の概要 シミュレーション結果

4 8 4.8ha構成農家数 戸（ 名） 水稲（直播）
8.0ha 4.3ha 9.7ha土地 自作地 初冬出キャベツ 冬出キャベツ

10.8ha 5 10a 4.7ha 5.3ha借地：転作田 地代 万円／ ) 春出キャベツ 初夏出キャベツ1
裏作田 〃 万円／ 売 上 高 万円2.0ha 1 10a 8,498

主要機械装備 農業所得 万円3,300
トラクタ 台 オペレータ労賃 万円 )4 113 2

キャベツ関連 全自動移植機 台 転作助成金 万円1 42
（ セット） 全自動収穫機 台 戸当たり所得 万円1 1 8641

乗用管理機 台 労働時間 時間 )1 11,090 2
作畝同時施肥機 台 〃 人当たり 時間1 1,3901

注 ) 転 作 田 の 借 入 地 代 は 、 大 豆 、 麦 で の 経 営 確 立 助 成 金 額 と し た 。 ) 作 業 受 託 組 合 へ の オ ペ1 2
2 5 9 39 1 9 4レ ー タ 出 役 時 間 と 受 取 労 賃 の 内 訳 は 、 直 播 作 業 が 時 間 ・ 万円、稲収穫作業が

時間・ 万 円 、 麦 収 穫 作 業 が 時間・ 万 円 で あ る 。2 9 3 0 0 4 5


